（別紙様式１）
４VOC基準適合表示申請書

（新規・追加）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
一般社団法人日本建材・住宅設備産業協会　
会　長　　 堀　　秀　充　殿
申請者住所

(〒　　-　　)
会社名　　　　　　　　　　　印

代表者
(役　職　名)

(氏　　　名)　　　　　　　　　　　印

当社の下記の製品について４VOC基準適合表示の登録を
行いたいので、ここに申請いたします。
表示マーク使用登録後は、一般社団法人日本建材・住宅設備産業協会「化粧板等からのVOC放散に関する表示規程」を順守し、申請書記載のとおり実施します。
記

別紙様式２の製品（No　　～No　　）

（※新規又は追加の該当事項に○をして下さい。※日付を必ず記載して下さい。※別紙様式１、２及び３は、所定事項をWORDで記載し、添付資料を添えて送付すると共に、それらのCDを申請書類等の送付と同時に提出して下さい。）

	申請社名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	担当者名：　　　　　　　　　　　
所　　属：　　　　　　　　　　　
	電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　
FAX番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ*1：　　　　　　　　　　　　　　　　　

	（別紙様式２）
	申請日　　　年　　　月　　日

	No
	申請社名*2
	製品名*3
	ホルム等級登録番号
	基材名
	接着剤名
	化　粧
材料名
	表示方法
	加　工
工場名
	塗料名

希釈剤
	製品の形状（厚さ、幅、長さ）
	生産量
ｔ／月
	備考*14

	例1*4
	㈱○○○
	○○○○
資料番号*5
	Ｆ☆☆☆☆
K-000000*6
	ＭＤＦ（ＪＩＳ）
○○ボード社

Mタイプ＊15
資料番号＊7
複合基板
(株)○○加工
（○○工業会表示）
資料番号＊8
4VOC基準適合
木材（スギ）

別記記載の物

クッション材

（発砲ポリウレタン）

資料番号○○
	ウレタン（W8＊9）
資料番号＊10
（自主表示）
JAIA 50ｘｘｘｘ
４VOC基準適合

	・ｵﾚﾌｨﾝｼｰﾄ、紙

タイプ１
タイプ２

資料番号*11
（自主表示）
4VOC基準適合

又は

・突板（ｹﾔｷ、桜）
別記記載の物
	毎個
一荷口
包装
	○○○

○○○

○○○
	○○塗料
資料番号*12
希釈剤
資料番号*13


	ﾎﾞｰﾄﾞ
厚さ○～○mm

幅○～○mm

長さ○～○mm
	○○m2/月
	断面図

資料番号*14

	１
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	２
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	３
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


· 欄が不足の場合は、欄を広げて記入する。欄が次ﾍﾟｰｼﾞにわたる場合は、最下段の欄にｶｰｿﾙを置き、「罫線→表の分割」で表を分割する。（「表の分割」がない場合は、下部の二重「逆への字」を押すと出る。）

（備　考）

＊　１　日付け及びメールアドレスは、必ず記入下さい。ない場合は、その旨記入下さい。

＊　２　申請は、製造、販売、輸入を行っている、どなたでもできます。

＊　３　製品名は、「ＭＤＦ化粧板」、「ＭＤＦ・合板複合化粧板」等と出来るだけ一般名を記載下さい。

＊　４　基材別、接着剤別に記載願います。無関係の欄は空欄として下さい。さらに細分化して登録番号を取得したい場合は、細分してもよいが後日変更しないようにして下さい。

＊　５　化粧板等のVOC放散に関する表示規定　付則１　第２条に示すように、製品そのもので試験して４VOC基準値以下が確認された製品については、その試験報告書の写しを用意し、資料番号を付けて添付頂くとともに、該当欄にその番号を記入下さい。その他の資料は必要ありません。
＊　６　申請された化粧板のホルムアルデヒド発散等級を記入し、業界団体の自主表示登録番号があれば記入してください。
＊　７　基材については、ボード類の樹脂主剤のタイプの分かる資料を添付してください（例：ボードのSDS又は大臣認定書別添又は仕様書又はボード工場などの記述した説明書など）。②「建材からのVOC放散速度基準に関する表示制度運用に関わる基本的事項　別記」に記載された基材については当該欄に「別記記載の物」と記入ください。その他に添付が必要な資料は、付則１第1条表1や解説資料「基材の添付資料について」を参考にしてください。基材のメーカー名称は必ず記入ください。
＊　８　業界団体の４VOC基準適合自主表示を受けた基材については、その登録書または認定書の写しを用意いただき、それに資料番号を付けて添付頂くと共に、その番号を当該欄に記入下さい。
＊　９　接着剤の種類については以下の記号を記載下さい。
S1：酢酸ビニル樹脂系溶剤形、S2：ゴム系溶剤形、S3：ビニル共重合樹脂系溶剤形、S4：再生ゴム系ゴム系溶剤形、S5ウレタン樹脂系溶剤形、S6：その他樹脂系溶剤形（樹脂名：○○）W1：酢酸ビニル樹脂系エマルション形、W2：エチレン酢酸ビニル共重合樹脂系エマルション形、W3：アクリル樹脂系エマルション形、W4：ゴム系ラテックス形、W5：エポキシ変性合成ゴムラテックス形、W6：水性高分子－イソシアネト系、W7：α－オレフィン樹脂系、W8：ウレタン樹脂系エマルション形、Ｗ9：でんぷん酢酸ビニル共重合樹脂系、Ｒ1：エポキシ樹脂系、Ｒ2：ウレタン樹脂系、Ｒ3：変成シリコーン樹脂系、Ｒ4：シリル化ウレタン樹脂系、Ｒ5：シリコーン樹脂系、Ｈ1：ホットメルト形（ＥＶＡ樹脂系）、Ｈ2：ホットメルト形（ウレタン樹脂系）、Ｈ3：ホットメルト形（ｵﾚﾌｨﾝ樹脂、ゴム、他）、E1：その他（樹脂名：○○）

＊ 10  接着剤工業会の自主表示の番号（ＪＡＩＡ 50XXXX　4VOC基準適合）の記載されたSDSの写しを用意いただき、それに資料番号を付けて添付頂くと共に、その番号を当該欄に記入下さい。なお、申請中の場合は、その旨と申請の日付を記入下さい。

＊ 11　印刷工業会の自主表示の番号（4VOC基準適合）の記載された登録書の写し（代表的な製品１枚）を用意いただき、その他については登録番号リストを準備ください。それに資料番号を付けて添付頂くと共に、その番号を当該欄に記入下さい。なお、申請中の場合は、その旨と申請の日付を記入下さい。

＊ 12　塗料の４VOCに関する不使用証明書およびSDSの写しおよび成分表を用意いただき、それに資料番号を付けて添付頂くと共に、その番号を当該欄に記入下さい。（化粧板等からのVOC放散に関する表示規定付則１の参考様式０～参考様式２をご利用下さい。）
＊ 13　塗装時に希釈剤を使用している場合は、希釈剤を使っている場合には、希釈剤の参考様式１による不使用証明書および成分表を添付頂くと共に、その番号を当該欄に記入下さい。（化粧板等からのVOC放散に関する表示規定付則１の参考様式０～参考様式２をご利用下さい。）
＊ 14　備考欄へは申請された製品の構成（断面図添付でもOK）を記入してください。
＊ 15　ボード類の樹脂主剤のタイプの記号を記入ください。

Uタイプ：ユリア樹脂、Mタイプ：メラミン樹脂、MUタイプ：メラミン・ユリア共縮合樹脂、Pタイプ：フェノール樹脂、Rタイプ：レゾルシノール樹脂。これ以外の場合は樹脂タイプを具体的に記述してください。
（別紙様式３）
４VOC基準適合表示登録書

（新規・追加）
　　年　　月　　日

申請社名※
代表者役職名※
代表者氏名※　殿
一般社団法人日本建材・住宅設備産業協会
会　長 　　堀　　秀　充
貴社より(西暦)　年　月　日※に申請がありました下記製品は、当協会で定めている

化粧板等からのVOC放散に関する表示規程により表示マ－クの使用を登録いたします。

記
（有効期限：登録日より20○○年3月31日）
	表示登録

番号
	申請社名
	製品名
	放散区分
	登録日
	連絡先

	KV-○○○○○1-X
	○○○
	△△化粧板
	４VOC基準適合
	　　　年　月　日
	部署名

ＴＥＬ

	KV-○○○○○2-X
	
	
	
	
	

	KV-○○○○○3-X
	
	
	
	
	

	KV-○○○○○4-X
	
	
	
	
	

	KV-○○○○○5-X
	
	
	
	
	

	KV-○○○○○6-X
	
	
	
	
	

	KV-○○○○○7-X
	
	
	
	
	

	KV-○○○○○8-X
	
	
	
	
	


（本登録は全て材料に関する登録である。）

※申請日、申請社名、代表者役職名、代表者氏名は必ず記入下さい。※新規又は追加の該当事項に○をして下さい。
両面加工品と片面加工品は加工方法が同一でも断面が異なるので別の番号に分けてください。





基材の製造社名、資料番号を記述してください。





化粧シートのタイプが３のものは、別の番号に分けてください。





塗装品と無塗装品は別の番号に分けてください。





製品の構成が分かる断面図を添付してください。








